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チ
ド
リ
目
シ
ギ
科
の
鳥
は
も
っ
と
も
種
類

が
多
く
、
大
き
さ
や
形
も
変
化
に
富
ん
で
い

ま
す
。
世
界
的
に
多
く
分
布
し
、
約
　
種
が

80

い
ま
す
が
、
多
く
の
種
は
北
半
球
の
北
部
で

繁
殖
し
、
長
い
渡
り
を
し
て
熱
帯
や
南
半
球

で
越
冬
し
ま
す
。
約
　
種
の
う
ち
日
本
で
は

80

約
　
種
、
涸
沼
で
は
　
種
が
確
認
さ
れ
て
き

50

33

ま
し
た
。

〇
ア
カ
ア
シ
シ
ギ
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

（
絶
滅
の
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る
種
）

▼
主
な
特
徴

　
全
長
　
・
５
㎝
で
、
タ
ゲ
リ
と
ほ
ぼ
同
じ

27

大
き
さ
で
す
。
長
く
て
赤
い
足
と
、
基
部
が

赤
い
ま
っ
す
ぐ
な
嘴
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。

飛
翔
時
に
次
列
風
切
と
初
列
風
切
の
一
部
に

幅
広
い
白
帯
が
見
ら
れ
ま
す
。
鳴
き
声
は

「
ピ
ー
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
」。
繁
殖
期
は

「
ピ
ョ
ッ
ピ
ョ
ッ
ピ
ョ
イ
」、
ま
た
は
「
ピ
ー

ク
ゥ
」
と
鳴
き
ま
す
。

▼
分
布

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
、
中
央
ア
ジ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
北
東
部
、
ア
ラ
ス
カ
北
部
等
で
繁
殖
し

ま
す
。
冬
季
は
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
等
で
越
冬
し
ま
す
。
日
本
で
は

北
海
道
の
風
連
湖
、
霧
多
布
、
野
付
半
島
等

で
の
繁
殖
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、

霞
ヶ
浦
や
北
浦
な
ど
の
干
潟
や
川
岸
の
湿
地

帯
で
旅
鳥
と
し
て
春
か
ら
夏
に
少
数
が
飛
来

し
ま
す
。

　
冬
羽
の
ツ
ル
シ
ギ
と
似
て
い
ま
す
が
、
①

ツ
ル
シ
ギ
の
方
が
嘴
・
足
が
長
い
こ
と
。
②

ア
カ
ア
シ
シ
ギ
の
方
は
白
色
眉
斑
が
目
の
上

ま
で
あ
る
こ
と
。
③
ア
カ
ア
シ
シ
ギ
の
方
が

褐
色
味
が
強
く
、
飛
翔
時
に
見
え
る
次
列
風

切
が
白
く
目
立
つ
こ
と
。
④
鳴
き
声
が
違
う

こ
と
か
ら
見
分
け
ら
れ
ま
す
。

▼
湿
地
の
保
全
と
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

　
１
９
８
０
年
代
、
シ
ギ
、
チ
ド
リ
が
集
ま

る
伊
勢
湾
の
藤
前
干
潟
周
辺
で
は
、
埋
め
立

て
計
画
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ
れ
ら
の
所
に

飛
来
す
る
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
が
ア
ラ
ス
カ
北

部
で
繁
殖
し
て
い
る
亜
種
で
あ
る
こ
と
が
近

年
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ご
み
処
分
場

と
し
て
埋
立
て
が
計
画
さ
れ
て
い
た
藤
前
干

潟
は
そ
の
計
画
が
撤
回
さ
れ
、
２
０
０
２
年

に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と
な
り
ま
し

た
。

　
毎
年
５
月
に
な
る
と
、
本
県
で
は
田
植
え

が
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。
田
植
え
直
前
の
代

掻
き
を
し
た
後
の
水
田
は
土
が
な
ら
さ
れ
、

水
が
張
り
、
さ
な
が
ら
水
鏡
の
よ
う
に
澄
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
へ
、
ハ
マ
シ
ギ
や
チ
ド
リ

達
の
群
が
飛
来
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
光
景

を
長
い
こ
と
涸
沼
周
辺
で
見
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
は
こ
の
よ
う
な
姿
が
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
正
式
名
称
は
「
特
に

水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿

地
に
関
す
る
条
約
」
で
す
。
私
た
ち
の
涸
沼

が
同
条
約
に
登
録
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
で
あ
る
涸
沼
を
、
皆

さ
ん
の
手
で
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。


